


議会報告会議会報告会をを開催します！開催します！

持続可能な水道事業を実現
するための研究

環境に配慮した持続可能な
農業の実現に向けた研究

スピード感のある子育て支援
施策の研究

上下水道のあるべき姿に
ついて

持続性の高い農業を
めざして

どうする掛川！
少子化を食い止めるための支援の在り方

　市民に、より開かれ信頼される議会となるために、出前講座を
実施しています。議会に対する理解や関心を深めてもらうため
に、議員がご希望の会場に出向いて議会の役割や仕組みなどを説
明し、グループワーク方式などでご意見やご要望などをいただい
ております。

●対 象：市内在住の方々
●開催時間：質疑応答時間とアンケート記入

時間を含み１時間ほど
●開催場所：会場の準備は、参加者の皆さん

でお願いします。
※会場は市内に限ります。

　各常任委員会では、それぞれ年間テーマを決めて調査研究中です。下記の日程で議会報告会
を開催し中間報告を行います。市民の皆さんから意見や提案を伺い、政策提言に向けて更に
議論を深めていきます。

総務委員会 環境産業委員会 文教厚生委員会

開催日 地　域 会　場 担 当
11月
7日㈫ 西中・東中学校区 市役所４階会議室１－

Ａ・Ｂ・Ｃ 1班

11月
10日㈮ 大須賀中学校区 大須賀支所２階市民交

流センター 2班

11月
14日㈫

栄川中学校区 生涯学習センター２階
第４会議室 3班

北 中 学 校 区

11月
20日㈪

大浜中学校区 大東支所３階市民交流
センター 1班

城東中学校区

11月
24日㈮

原野谷中学校区
桜木ホール 3班

桜が丘中学校区
11月
27日㈪ 全 中 学 校 区 市役所４階会議室１－

Ａ・Ｂ・Ｃ 2班

班 担　当　議　員

１班
山本行男 山本裕三 勝川志保子
藤原正光 橋本勝弘 石川紀子
山田浩司

２班
二村禮一 窪野愛子 富田まゆみ
松浦昌巳 嶺岡慎悟 髙橋篤仁
安 田　 彰

３班
草賀章𠮷 松 本　 均 寺田幸弘
鈴木久裕 藤澤恭子 大 井　 正
鷲山記世

７月13日 掛 川 東 高 校
８月30日 シニアクラブ掛川
10月14日 消 費 者 協 会
10月23日 掛 川 東 高 校

年間テーマ 年間テーマ 年間テーマ

※開催時間は全ての会場で午後 7 時からです。
　（報告内容は各会場同じ内容です。）

掛川東高校へ

シニアクラブ掛川へ

お申し込みは
こちらから

開催中
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・目指す姿があいまいなものがあり、決算書の表記を工夫すべきである。

主 な 討 議 内 容主 な 討 議 内 容

一般会計歳入総額  534億4,592万円
歳出総額  513億1,935万円

特別会計歳入総額   252億1,992万円
歳出総額   240億6,044万円

一般会計決算

予算決算委員会　主な質疑予算決算委員会　主な質疑

令和４年度決算の審議内容令和４年度決算の審議内容

　令和 4年度は「未来チャレンジ予算」に基づき、DX 推進、認定こども園整備、企業誘致、ポスト
コロナ対策などの事務事業を推進したほか、新たに未来チャレンジ枠を設け、職員の創意工夫を生か
した15事業を実施しました。また、国の交付金を利用し、ワクチン接種などの感染症対策関連事業、
物価高騰対策としてプレミアム付き商品券事業に取り組むとともに、台風15号などによる災害復旧
事業の追加など12回に渡る補正予算を組み、必要な事業に取り組みました。

令和４年度の登用は、副市長を含め、DX推進員2人、
シティプロモーション広報戦略担当1人の計4人でし
た。DX推進員は、働き方改革を専門とし、先進的な
改革を進めています。シティプロモーション広報戦略
担当は、職員とWEB会議などでコミュニケーション
をとっており、効果は上がっていると評価しています。

プロフェッショナ
ル人材の登用につ
いて、令和４年度
の総括を伺う。

総 務 分 科 会
QQQ AAA

市民からは、いつ減免されたのかわからなかったと
いう指摘がありました。減免金額は2,200円であり、
ほぼすべての世帯に対してスピード感を持って給付
できたことは、成果であると考えています。

物価高騰対策として
行った水道基本料金
の減免について、市
民の反応を伺う。

環 境 産 業 分 科 会
QQQ AAA

文 教 厚 生 分 科 会
支給事業は国で実施されており、PR 周
知を十分行いました。また、市独自の給
付も漏れなくできました。申請が必要な
家計急変などの方にも、さまざまな通知
を送ったことで、給付漏れはなかったと
考えています。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金支援
事業について、交付金と併せて市独自の給付
も行い、給付漏れは少なかっ
たと思うが、給付金が予算
枠の中だったことに対する
総括を伺う。

AAAQQQ
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補正予算などの審議内容補正予算などの審議内容
令和5年度一般会計補正予算（第4・5・６号）の概要

　第４号は、物価高騰の影響を受ける子育て世帯
の生活支援と、経済振興を図る地域経済活動活性
化事業費などの補正予算です。
　第５号は、家代の里地内緑地売却にかかる損害
賠償請求訴訟事件の判決が確定したため、財政調

整基金を取り崩し損害賠償金を追加し、弁護士委
託料を増額するものです。
　第6号は、DX 推進計画推進費、地域医療整備
事業費、海岸防災林整備推進費など必要な事業に
活用されます。

補 正 額

補正後の予算額

（第４号） １億1,676万円
（第５号） 4,729万円
（第６号） １億7,005万円
  516億  516万円

総合計画推進費総合計画推進費 増増

家代の里地内緑地売却にかかる損害賠償請求訴
訟事件の判決に対する費用

財産管理費財産管理費 増増 QQQ

AAA

損害賠償請求訴訟について、市民にどのように説明
するのか。
広報かけがわ11月号に経過説明と今後の対応につ
いて掲載する予定です。また、区長会連合会では説
明していますが、ほかの場面でも話をする予定です。

主
な
質
疑

高校生年代以下の子ども
一人当たり5千円の買い
物券配布事業

QQQ

AAA

主
な
質
疑

物価高騰対策の交付金が財源であるが、困窮世帯全
般への支援が必要ではないか、という議論は庁内で
あったのか。
庁内ではさまざまな議論がありました。事業を3月
末までに完了する必要があるため、今回は既存の事
業を活用し、子育て世帯と事業者を支援する商品券
事業としました。

諸問題の洗い出しや、対応策の検討
のほか、次期掛川市総合計画の策定
を円滑に進め、人口の将来予測を推
計するための計画策定委託料の増額

QQQ

AAA

次期総合計画は令和８年度から開始するが、本年
度補正予算を組む必要があるのか。
しっかりとした将来推計をし、計画策定に長い時間を
かけるための補正予算です。学校再編に基づく学校
規模の設定や、こども基本法に基づく子ども基本計画
に反映させるため、前倒しして人口推計を行います。

主
な
質
疑

飼料価格の高騰による畜産経営へ
の影響を緩和するために、県の支
援制度と併せて畜産事業者事業継
続応援給付金を追加

畜産農家経営支援費畜産農家経営支援費 増増 
QQQ

AAA

何件の畜産農家を支援できるのか。

市内17件の畜産農家の乳牛・肉牛2,477 頭全てに
対して支援を行います。

主
な
質
疑

老朽化が進む2公民館について早期に建物の安
全性を確認し、今後の利用方針などについて地
元との協議を進めていくための耐震診断委託料

公民館活動費公民館活動費 増増 QQQ

AAA

千浜西および佐束公民館は、市が耐震診断までを
行い、その後の対応については、地元との協議とな
り、市による支出はないということか。
耐震診断の結果は、おそらく年度末に出ます。その
結果を踏まえ譲渡できるか、できないかの協議を地
元と重ねていきます。

主
な
質
疑

地域経済活性化事業費地域経済活性化事業費 増増 
１億1,563万円１億1,563万円  

4,729万円4,729万円  

293万円293万円  

1,000万円1,000万円  

478万円478万円  
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条  

例

掛川市環境と調和のとれた再生可能エネルギー発電
事業の促進に関する条例の制定について
小笠掛川急患診療所条例の一部改正について
掛川市火災予防条例の一部改正について

そ

の

他

（普）大溝川函渠工事請負契約の締結について
和解について（過大請求が発生した新型コロナウイルス
ワクチンコールセンター等業務委託先と和解）
掛川市道路線の認定について
公の施設の指定管理者の指定について（掛川市南体育館）
公の施設の指定管理者の指定について（掛川市総合
福祉センター）
令和４年度掛川市水道事業会計剰余金の処分について
令和４年度掛川市公共下水道事業会計剰余金の処分に
ついて
令和４年度掛川市農業集落排水事業会計剰余金の処分
について
令和４年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計剰余
金の処分について

議

発

掛川市もったいないを合言葉にカーボンニュートラルを
推進する条例の制定について
「フリースクール等を利用する子どもたちに対する支援
を求める意見書」の提出について
「日本政府に核兵器禁止条約締約国会議へのオブザー
バー参加を求める意見書」の提出について

報       
告

健全化判断比率の報告について

資金不足比率の報告について

請
願

帯状疱疹ワクチン予防接種費用の助成を求める請願書
（市として速やかに帯状疱疹ワクチン予防接種費用の
助成制度を開始することを要望する）

決
　
　
　
　
算

令和４年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出決算
の認定について
令和４年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出決算
の認定について
令和４年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計歳入
歳出決算の認定について
令和４年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和４年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和４年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和４年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和４年度倉真財産区特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和４年度掛川市水道事業会計決算の認定について
令和４年度掛川市簡易水道事業会計決算の認定について
令和４年度掛川市公共下水道事業会計決算の認定について
令和４年度掛川市農業集落排水事業会計決算の認定に
ついて
令和４年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計決算
の認定について
令和４年度太田川原野谷川治水水防組合会計歳入歳出
決算の認定について

予
　
　
　
　
算

令和５年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について
令和５年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第１号）について
令和５年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について
令和５年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算（第
１号）について
令和５年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計補正
予算（第１号）について
令和５年度掛川市一般会計補正予算（第５号）について

■全会一致で可決・認定・受理・採択

審議の結果、決算を18件、予算を８件、条例を４件、その他を12件、報告を２件、
請願を１件、陳情を２件、意見書を２件可決しました。

 ■賛否の分かれた議案 （賛成多数可決）　　 ○○賛成　×反対
創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

山
本
裕
三
＊　　　

髙
橋
篤
仁

鷲
山
記
世

安
田

彰

山
田
浩
司

橋
本
勝
弘

石
川
紀
子

寺
田
幸
弘

藤
原
正
光

松
本
　　　
均

二
村
禮
一

嶺
岡
慎
悟

藤
澤
恭
子

松
浦
昌
巳

窪
野
愛
子

山
本
行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

富
田
ま
ゆ
み

鈴
木
久
裕

草
賀
章
𠮷

令和５年度掛川市一般会計補正予算（第４号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市一般会計補正予算（第６号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川城） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市茶室） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市竹の丸） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

＊議長（山本裕三）は、採決には参加しません  ＊SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

９月定例会における審議結果一覧　９月定例会における審議結果一覧　９月定例会における審議結果一覧　
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国へ意見書を提出国へ意見書を提出

家
代
の
里
緑
地
売
却
裁
判
結
果
の

今
後
の
対
応
と
市
民
へ
の
説
明
は

市
民
の
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
た
、

不
適
切
な
事
務
処
理
に
お
け
る
裁
判

の
判
決
が
確
定
し
た
。
今
後
の
対
応
と
市
民

へ
の
説
明
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。
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、
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ペ
ー
ジ
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で
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し
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く

市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
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裁
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緯
と
結
果
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ど
を
９
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６

日
の
区
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連
合
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で
報
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し
、
今
後
、

広
報
か
け
が
わ
11
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号
や
ホ
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ジ
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し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
を
目
途
に
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
第
三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

退
職
者
を
含
め
た
関
係
職
員
に
対
し
て

の
求
償
に
つ
い
て
、
法
的
な
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
内
で
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
出
し

方
の
ル
ー
ル
が
違
う
こ
と
へ
の
見

解
は

合
併
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
掛
川

区
域
と
大
東
・
大
須
賀
区
域
の
ご
み

の
出
し
方
の
ル
ー
ル
が
違
う
こ
と
へ
の
見
解

を
伺
う
。

市
民
へ
の
定
着
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る

掛
川
区
域
と
大
東
・
大
須
賀
区
域

で
は
、
不
燃
ご
み
の
回
収
方
式

に
違
い
が
あ
り
、
掛
川
区
域
は
袋
回
収

方
式
、
大
東
・
大
須
賀
区
域
は
コ
ン
テ

ナ
方
式
で
す
。
両
回
収
方
式
は
、
長
年
、

市
民
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
に
寄
り
添
っ
た
災
害
対
応
を

新
し
い
風

藤
澤
恭
子

藤
澤
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

フリースクール等を利用する子どもたちに対す
る支援を求める意見書（抜粋）
　不登校児童生徒が、家庭の事情に関係なくフリ
ースクール等での学びの機会を確保するため、詳
細な実態調査を踏まえ、保護者の負担軽減に資す
る経済的支援などの施策を早急に実施すること。

日本政府に核兵器禁止条約締約
国会議へのオブザーバー参加を
求める意見書（抜粋）
　唯一の被爆国として、政府が核
兵器禁止条約締約国会議にオブザ
ーバー参加することを要望する。

Q

Q

A

A

■議員発議で可決

■文教厚生委員会が
　　　　　全会一致で採択

■文教厚生委員会が
　　　　　 全会一致で採択

■総務委員会が
　　　賛成者なしで不採択

掛川市議会では、令和５年９月29日に以下の意見書の
提出について全会一致で可決しました。

帯状疱疹ワクチン接種費用に
対する公費助成を求める陳情書

条例趣旨
「もったいないを考える日」を設け、資源と経済の好循環の達成に向けた取り組みを推進するとともに、環境
に関する意識と行動の変革を進め、 カーボンニュートラルを目指した持続可能な社会・経済の構築を実現する。

【掛川市もったいないを合言葉にカーボンニュートラルを推進する条例】

フリースクール等を利用する
不登校児生徒に対する支援を
国に求める陳情書

「健康保険証の存続を求める
意見書」採択に関する陳情

一般質問一般質問 QQ&&AA 二次元コードから各議員の一般質問の
議会中継をすべて視聴することができます。
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掛
川
駅
周
辺
施
設
は
抜
本
的
改
修

が
必
要
な
時
期
で
は
な
い
か

掛
川
駅
周
辺
は
、「
掛
川
の
顔
」
と

い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
年
を

経
て
修
繕
な
ど
が
必
要
な
箇
所
も
目
に
付

く
。
特
に
掛
川
駅
南
北
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

『
玄
』
と
『
合
体
』
の
、
駅
開
業
40
年
に
向

け
た
抜
本
修
繕
の
方
針
を
伺
う
。

修
繕
方
法
を
調
査
し
、
作
者
と

協
議
し
て
い
く

『
玄
』
は
、
噴
水
の
池
に
漏
水
、『
合

体
』
は
、
陶
板
の
劣
化
と
汚
れ
が

あ
り
ま
す
。
設
置
か
ら
35
年
の
間
、
シ
ー

リ
ン
グ
補
修
な
ど
の
修
繕
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
経
年
劣
化
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
駅
開
業
40
年
に
向
け
て
、
方
針
と

し
て
は
、『
玄
』
は
水
道
管
の
敷
設
替
え

な
ど
、『
合
体
』
は
合
体
を
形
成
す
る
陶

板
の
調
達
の
可
能
性
な
ど
、
修
繕
方
法
の

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
作
者
と
も
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
展
覧
会

継
続
開
催
を
要
請
す
べ
き
で
は

資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
、
今
回
以

後
の
展
覧
会
開
催
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
市
民
に
も
今
後
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
展
覧
会
な
ど
を
継
続
的

に
開
催
し
て
く
れ
る
よ
う
、
市
長
と
し
て

資
生
堂
に
要
請
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

美
術
鑑
賞
機
会
を
提
供
い
た
だ
き

た
い
考
え
を
先
方
へ
伝
え
て
い
く

資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
に
優
れ
た
美
術
の
鑑
賞

機
会
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
こ
と
は
し
っ
か
り
先
方
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
掛
川
城
三
の
丸
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て

危
機
管
理
課
の
業
務
量
過
多
に

対
応
す
る
人
的
配
置
を

市
民
の
安
全
と
安
心
を
つ
か
さ
ど
る

危
機
管
理
課
に
は
３
つ
の
係
が
あ
る

が
、
時
代
の
変
遷
や
気
象
の
変
化
と
と
も
に
、

対
応
す
べ
き
業
務
量
が
大
変
増
え
て
い
る
。

危
機
管
理
課
へ

の
人
的
配
置

は
優
先
事
項

と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

全
体
の
業
務
量
を
把
握
し
、
適
切

な
人
員
配
置
を
図
っ
て
い
く

度
重
な
る
台
風
や
頻
発
す
る
記
録

的
な
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
危
機
管

理
課
以
外
の
部
署
に
お
い
て
も
災
害
対

応
な
ど
に
よ
る
業
務
量
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
突
発
的
に
業
務
量
が
増
加
し
た
部
署

は
、
業
務
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
兼
務

に
よ
る
人
事
異
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、
全
体

の
業
務
量
を
把
握
し
特
定
の
部
署
の
業
務

量
が
過
多
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
人

員
配
置
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

定
員
割
れ
が
続
く
、
さ
か
が
わ

幼
稚
園
へ
の
今
後
の
対
応
は

在
り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
踏

ま
え
、早
朝
・
延
長
・
預
か
り
保
育
の

対
応
を
図
っ
た
が
、本
年
４
月
の
新
入
園
児

は
、定
員
30
人
に
対
し
10
人
で
あ
っ
た
。
さ

か
が
わ
幼
稚
園
へ
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
今
後

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

さ
か
が
わ
幼
稚
園
の
公
共
施
設
再

配
置
方
針
（
案
）
は
、「
譲
渡
を

含
め
、
原
則
認
定
こ
ど
も
園
化
を
検
討
」

と
し
て
お
り
、「
未
就
園
児
の
人
口
推
移

な
ど
の
動
向
を
見
極
め
、
民
間
譲
渡
先

は
地
元
で
運
営
す
る
園
を
含
め
て
検
討
」

「
今
後
の
入
園
児
数
の
状
況
を
踏
ま
え
、

民
間
施
設
と
の
再
編
を
検
討
」
と
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
東
山
口
、
日
坂
、

東
山
地
区
へ
情
報
を
提
供
し
、
地
域
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

鈴
木
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

掛川市
防災ガイドブック

漏水で水枯れ状態が続
く駅北口広場のモニュ
メント『玄』

A

A

令和５年9月定例会7 かけがわ 市議会だより （質問の一部を掲載しています）一般質問Q&A



特
別
教
室
へ
冷
房
装
置
設
置
を

夏
の
学
校
の
音
楽
室
な
ど
特
別
教
室

の
室
温
は
30
度
を
超
え
、
児
童
・
生

徒
の
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
。
掛
川
市
の

設
置
率
は
19
・
3
％
と
県
内
で
も
低
い
方

か
ら
４
番
目
と
進
ん
で
い
な
い
。
特
別
教

室
の
冷
房
装
置
設

置
の
整
備
基
準
の

検
討
状
況
お
よ
び

今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

空
調
設
備
の
効
果
的
か
つ
合
理
的

な
整
備
方
法
を
調
査
・
研
究
し
て

い
く

当
市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
全
て

の
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置

し
ま
し
た
。
特
別
教
室
に
つ
い
て
は
、
学

校
や
保
護
者
な
ど
の
要
望
か
ら
設
置
の
必

要
性
を
十
分
認
識
し
つ
つ
も
、
校
舎
の
維

持
補
修
や
ト
イ
レ
洋
式
化
な
ど
を
優
先

し
、
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
、
掛
川
市
学
校
再
編
計
画

に
基
づ
く
新
た
な
学
校
づ
く
り
を
検
討
す

る
中
で
、
施
設
の
地
域
開
放
な
ど
の
観
点

も
取
り
入
れ
、
空
調
設
備
の
よ
り
効
果
的

か
つ
合
理
的
な
整
備
方
法
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

広
域
避
難
所
へ
冷
房
装
置
設
置
を

夏
の
暑
い
中
で
の
広
域
避
難
所
で

は
、
室
温
が
30
度
を
超
え
、
熱
中
症

の
二
次
災
害
が
心
配
さ
れ
る
。
広
域
避
難

所
へ
冷
房
装
置
や
屋
根
散
水
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
設
置
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

自
助
の
対
策
を
市
民
に
周
知
し
、

冷
房
装
置
配
備
を
研
究
し
て
い
く

広
域
避
難
所
運
営
連
絡
会
な
ど
で

は
、
エ
ア
コ
ン
設
置
教
室
な
ど
の

活
用
方
法
な
ど
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
近
年
増
す
暑
さ
の
中
で
、
非

常
持
ち
出
し
品
に
熱
中
症
対
策
品
を
含
め

る
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
な
ど
の
冷
房
装
置
の
配
備
に
つ
い
て

も
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
今
後
の
都
市
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

部
活
動
改
革
に
は
慎
重
な
議
論

と
市
民
合
意
を

部
活
動
を
学
校
教
育
か
ら
切
り
離

し
、
所
管
が
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

部
局
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
移
っ
た
と

き
、
中
学
校
部
活
動

が
持
っ
て
い
た
教
育
的

な
意
義
へ
の
責
任
は
ど

こ
が
負
う
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
や
多
様
な

社
会
活
動
に
よ
り
十
分
に
教
育
的

意
義
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
に
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
民
間
の
教
育
・
文
化
事
業

な
ど
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
が
含
ま
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
学
習
機
会
は
人
間

関
係
の
構
築
な
ど
、
豊
か
な
人
間
形
成
に

資
す
る
も
の
で
す
。
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
る
部
活
動
の
教
育
的
意
義
や
効
果
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
で
十
分
に
得
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
移
行
で
は
新
た
な
保
護
者

負
担
増
が

活
動
費
や
活
動
場
所
へ
の
送
迎
な

ど
、
新
た
な
保
護
者
へ
の
負
担
増
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
子
育
て
支
援
と
し
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

保
護
者
負
担
の
少
な
い
新
た
な
地

域
ク
ラ
ブ
創
設
を
推
進
し
て
い
く

子
ど
も
が
挑
戦
で
き
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
が
持
続
可
能
に
な

る
よ
う
、
送
迎
や
会
費
負
担
に
つ
い
て
は

御
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
地
域
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
学
校
施
設

の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
志
の
方
が
運
営
し
、
保
護
者
負
担
が

少
な
い
活
動
体
制
を
整
備
し
て
い
る
新
た

な
地
域
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
ク
ラ
ブ
の
創
設
を
推
進
で
き
る
よ

う
、
関
係
団
体
や
地
域
指
導
者
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

山
田
浩
司

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
活
動
を
後
押
し
で
き
る
公
共
の
役

割
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

音楽室の室温

中学校生活に大きな役割
を果たしてきた部活動
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災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
た
め
池

の
緊
急
点
検
の
在
り
方
は

農
業
用
た
め
池
は
、
農
業
用
水
や
防

火
用
水
、
豪
雨
時
に
は
洪
水
の
調
整

機
能
も
果
た
し
、日
頃
か
ら
管
理
人
に
よ
っ

て
点
検
さ
れ
て
い
る
。

地
震
や
豪
雨
な
ど
に

よ
る
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
、
緊
急
点
検

を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
伺
う
。

講
義
を
受
け
た
「
た
め
池
管
理
人
」

が
点
検
を
実
施
し
て
い
る

震
度
４
以
上
の
地
震
や
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
静
岡

県
の
非
常
時
点
検
の
講
義
を
受
け
た
「
た

め
池
管
理
人
」
に
よ
る
点
検
を
、
地
震
の

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
、
ま
た
は
大
雨
特
別

警
報
解
除
後
に
、
身
の
安
全
を
十
分
に
確

保
し
た
う
え
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
点

検
の
結
果
、
漏
水
な
ど
の
異
常
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
緊
急
放
流
に
よ
り
水
位
調

整
を
行
う
な
ど
、
決
壊
に
よ
る
被
害
を
未

然
に
防
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用

た
め
池
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
県
施

工
に
よ
り

ヶ
所
が
完
了
し
、
掛
川
市
も

事
業
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
の
活
動
の
捉
え
方
は

地
域
の
福
祉
を
支
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
取
り
組
む
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

尊
敬
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。
地

域
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
は
、
民
生
委
員
法
で
無
報

酬
と
定
め
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
活
動
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
昨
今
の
多
様
化
す

る
地
域
社
会
に
お
い
て
も
、
大
変
な
事
例

に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
尊
敬
、
感
謝

の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
民

生
委
員
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
地

域
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

南
部
地
域
の
プ
ー
ル
の
新
設
は

令
和
６
年
度
を
も
っ
て
大
東
総
合
運

動
場
の
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。
旧
シ
ー
ト
ピ
ア
の
プ
ー
ル

や
た
ま
り
ー
な

の
プ
ー
ル
の
廃

止
も
踏
ま
え
、

南
部
地
域
へ
の

水
泳
場
の
新
設

に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
中
で
方
向

性
を
示
し
て
い
く

大
東
区
域
と
大
須
賀
区
域
に
は
そ

れ
ぞ
れ
１
つ
の
水
泳
施
設
が
あ
り
、

大
東
総
合
運
動
場
プ
ー
ル
は
防
潮
堤
建

設
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
、
大
須
賀
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
老
朽
化
が
進
み

利
用
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
中

で
、
既
存
施
設
と
の
複
合
化
や
集
約
化
、

統
廃
合
な
ど
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
し
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
諸
課
題
に
取
り
組

む
庁
内
対
策
チ
ー
ム
を

今
後
、
耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
、
相

続
な
ど
の
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し

て
く
る
。
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
諸
課
題

を
総
合
的
に
取
り
組
む
庁
内
対
策
チ
ー
ム

が
必
要
と
い
う
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

多
死
社
会
に
起
因
す
る
諸
課
題
に

対
応
策
を
検
討
し
て
い
く

令
和
４
年
度
の
掛
川
市
の
死
亡
数

が
過
去
最
多
の
１,
４
０
０
人
を

超
え
る
な
ど
、
本
格
的
な
多
死
社
会
に

突
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
6
年

度
の
行
政
経
営
方
針
で
は
、『
少
子
・
高

齢
に
加
え
、
多
死
社
会
に
対
応
す
る
「
人

と
環
境
が
持
続
可
能
な
ま
ち
」
の
確
立

に
向
け
て
』
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。
介
護
難
民
や
火
葬
の
問
題
、
空
き

家
の
問
題
な
ど
、
多
死
社
会
に
起
因
す

る
諸
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

石
川
紀
子

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟

嶺
岡
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

石
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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Q

市
民
の
利
用
目
的
に
合
わ
せ
た

管
理
体
制
の
確
立
を

農
林
課
所
管
の
山
崎
・
大
渕
・
千

浜
の
３
つ
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
同
好
会
や
ス
ポ
ー
ツ
、

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
が
主
で
あ

り
、
利
用
目
的
か
ら
見
て
所
管
を
変
更
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

各
担
当
部
署
と
検
討
し
て
い
く

本
施
設
は
、
農
村
生
活
の
改
善
と

合
理
化
を
促
進
し
、
教
養
と
文
化

の
向
上
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る
と

い
う
目
的
で
、
農
林
水
産
省
の
国
庫
補

助
事
業
を
受
け
て
建
設
し
ま
し
た
。
所

管
替
え
は
、
そ
の
利
用
目
的
か
ら
外
れ

な
け
れ
ば
可
能
と
考
え
ま
す
の
で
、
現

在
の
利
用
状
況
や
掛
川
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
お
よ
び
公
共
施
設
再
配

置
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
各
担
当
部
署

と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

サ
ン
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
今
後
の

運
営
は

南
部
の
物
産
販
売
拠
点
、
サ
ン
サ

ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
運
営
会
社
が
残

念
な
が
ら
９
月
末
で
解
散
し
て
し
ま
っ
た

が
、
後
を
受
け
継
い
で
く
れ
る
企
業
が
決

ま
ら
な
か
っ
た
場

合
、
指
定
管
理
者

制
度
を
採
用
し
て

い
く
考
え
は
あ
る

か
。持

続
可
能
な
最
適
な
店
舗
運
営
を

検
討
し
て
い
く

現
在
は
行
政
財
産
の
使
用
許
可
の

形
で
サ
ン
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
民
間
業
者
に
よ
る
施

設
運
営
を
継
続
し
、
地
場
農
産
物
の
販
売

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ま

ず
は
、
公
募
に
よ
り
出
店
者
を
募
る
予
定

で
す
。
持
続
可
能
な
店
舗
運
営
は
特
に
重

要
課
題
で
す
の
で
、
今
後
も
よ
り
最
適
な

運
営
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
交
通
弱
者
と
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

・
安
全
安
心
な
市
民
生
活
を
送
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

F
e
s
を
有
効
活
用
し
た
本
市
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
べ
き

で
はap bank fes

の
開
催
を
チ
ャ
ン
ス

と
位
置
づ
け
、
f
e
s
告
知
・
宣

伝
広
告
に
、「
開
催
地
掛
川
」
の
情
報
掲
載

や
、ブ
ー
ス
出
展
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
有
効
だ
っ
た
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

次
回
開
催
へ
よ
り
良
い
連
携
に
努

め
て
い
く

「
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
思
い
を
実

現
す
る
」
こ
と
を
目
指
すap bank 

fes

と
、「
人
と
環
境
の
持
続
可
能
性
」
を

目
指
す
掛
川
市
は
、
目
的
を
同
じ
く
す
る

こ
と
か
ら
、
連
携
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。f
e
s
の
参
加
者
に
も
、
市

の
取
り
組
み
や
地
域
資
源
を
P
R
す
る
こ

と
が
、最
も
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
会
場
ブ
ー
ス

は
出
展
せ
ず
、
掛
川
駅
で
の
掛
川
茶
の
呈

茶
サ
ー
ビ
ス
や
う
ち
わ
な
ど
の
配
布
を

実
施
し
ま
し
た
。
次
回
開
催
に
向
け
て
、

よ
り
良
い
連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
い
つ
で
も
安
全
・
迅
速
に

使
用
で
き
る
A
E
D
の
設
置
を

学
校
を
は
じ
め
公
共
施
設
に
設
置
さ

れ
て
い
る
A
E
D
の
使
用
に
際
し
、

休
日
夜
間
な
ど
建
物
が
閉
ま
っ
て
い
る
時

間
帯
で
も
、
入
口
扉
の
ガ
ラ
ス
を
割
る
こ

と
な
く
ケ
ガ
な
く
安
全
、
迅
速
に
A
E
D

を
取
り
出
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

常
に
安
全
に
使
用
で
き
る
体
制
を

整
え
て
管
理
し
て
い
る

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
命
の
安
全
を
第
一
に
、
わ
か

り
や
す
い
場
所
と
し
て
、
玄
関
の
中
な
ど

職
員
が
す
ぐ
に
持
ち
運
べ
る
場
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
本
体
や
電
極
パ
ッ
ド
は
定

期
交
換
し
、
常
に
安
全
に
使
用
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
施
設
利
用
者
に
は
、

設
置
場
所
を
示
す
貼
り
紙
を
し
、
案
内
を

し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
働
き
方
改
革
を
支
え
る
健
康
経
営
に
つ
い
て

創
世
会

寺
田
幸
弘

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

寺
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

※
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）　

心
臓
か
ら
全
身
に
血

液
を
送
れ
な
い
時
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
心
臓
の
正

常
な
機
能
を
回
復
さ
せ
る
装
置
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高
齢
者
の
知
恵
や
経
験
を
子
ど
も

た
ち
に
継
承
す
る
た
め
の
場
を

高
齢
者
の
知
恵
や
経
験
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
場
を
作
り
、
地
域
文
化

を
継
承
す
る
事
が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
な
り
、
引
き
こ
も
り
を
防
止
で
き
る
。

同
時
に
子
ど
も
た

ち
の
郷
土
学
習
に

も
な
り
、
地
域
の

持
続
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

引
き
続
き
、
地
域
で
の
活
動
を

応
援
し
て
い
く

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
お
正
月
の
し
め
縄
づ
く
り
な

ど
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
が
先
生
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
伝
え
て
い
く
な

ど
の
世
代
間
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
、

見
守
り
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
引
き
続
き

地
域
で
の
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

国
や
県
が
管
理
す
る
道
路
や
河
川

へ
の
積
極
的
な
要
請
や
提
案
を

快
適
な
ま
ち
と
し
て
掛
川
が
選
ば

れ
、
人
が
定
着
す
る
た
め
に
、
国

や
県
が
管
理
責
任
を
持
つ
道
路
や
河
川
で

あ
っ
て
も
、
積
極
的
な
要
請
や
提
案
を
し

て
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

関
係
機
関
へ
の
提
言
と
整
備
促
進

を
図
っ
て
い
く

市
民
の
安
全
安
心
で
快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
当
市

か
ら
の
積
極
的
な
要
請
や
提
案
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
関
係
市
町
で

構
成
す
る
期
成
同
盟
会
に
よ
る
要
望
活
動

を
継
続
し
て
実
施
し
、
関
係
機
関
へ
の
提

言
と
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
流
入
者
を
増

や
す
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
行
財

政
の
在
り
方
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
不
満
解
消

を
、
ど
の
よ
う
に
図
る
か

地
区
に
よ
り
集
積
所
に
出
さ
れ
る
ご

み
の
量
や
住
民
の
マ
ナ
ー
も
異
な
る

た
め
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
中
に
は
負
担
が

大
き
く
、
不
満
を
感
じ
て
い
る
方
も
い
る
。

こ
の
不
満
解
消
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

他
地
区
の
取
り
組
み
を
共
有
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
す
る

ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
活
動
は
、
自

治
区
ご
と
に
工
夫
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
掛
川
市

の
ご
み
減
量
日
本
一
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
一
方
で
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
い
つ
で

も
相
談
に
乗
る
と
と
も
に
、
推
進
員
の

思
い
を
共
有
す
る
場
や
他
地
区
の
取
り

組
み
事
例
、
改
善
方
策
を
参
考
に
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
減
量
日
本
一
に
つ
い
て
の

今
後
の
展
開
は

掛
川
市
は
、
二
年
連
続
ご
み
減
量
日

本
一
に
な
っ
た
。
こ
の
ご
み
減
量
日

本
一
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
の
展
開
を
伺
う
。

日
本
一
の
継
続
、
ご
み
資
源
化
の

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く

ご
み
減
量
日
本
一
の
継
続
に
つ
い

て
は
、
順
位
だ
け
を
目
指
し
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
減
量
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
ご

み
を
燃
や
さ
ず
に
資
源
化
す
る
仕
組
み

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

創
世
会

安
田
　
彰

安
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

大
井
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

令和５年9月定例会11 かけがわ 市議会だより （質問の一部を掲載しています）一般質問Q&A
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